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1. は じ め に

現在，インターネットの普及により，インスタン

トメッセージ（IM）やソーシャルブックマーキング

（SBM），ブログなどといった，コミュニケーションツー

ルが登場している．例えば，はてなブックマーク☆を代

表とする SBMでは，自分の関心のあるWWW上の

ページを収集し，処理に要する労力や負担である認知

負荷1) を不特定多数のユーザにかけることなく，非同

期的に公開することにより，他のユーザの興味や関心

の拡張の手助けを行う．他方，ICQ☆☆に代表されるよ

うな IMでは，ごく少数のユーザに対して同期的，か

つ認知負荷が高いコミュニケーションを通じて，関心

や状況などを共有しあうために利用されている．同様

に，ブログは非同期的で認知負荷の高いコミュニケー

ションを実現している．しかし，認知負荷を低くしな

がら，同期的なコミュニケーションをとりつつ関心を

共有することが出来るツールは登場していない．

そこで本研究では，認知負荷が低い作業として，コ

ンピュータ上で頻繁に利用されるコピーコマンドによ

るクリップボードの収集を考え，それを同期的にユー

ザ間で共有することにより，リアルタイムにユーザ同

士の興味や関心の共有を行うシステムを提案する．

本稿ではまず，クリップボードを用いたコミュニケー

ションシステム Slip Boardの概要を述べ，研究室内

での試験的な運用を通じて得られた考察を述べる．
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2. Slip Board

Slip Boardでは，自分のクリップボードの発信，他

人のクリップボードデータの俯瞰，ローカルシステム

のクリップボードへの取り込みを通して，ユーザの興

味や関心を共有し，また，他者の興味や関心を知覚す

ることによって自分の中にある潜在的な興味や関心を

喚起し，拡張することを目的する．

2.1 概 要

本システムの概要を図 1で示す．

図 1 Slip Board システムの概要
Fig. 1 A outline of ”Slip Board” system

Slip Boardは，知己である者同士での使用を想定

している．Adobe Integrated Runtime（AIR）を利

用し構築されており，ローカルアプリケーションとし

て，ユーザのクリップボードを 10 秒毎にチェックす

る．新しいテキストデータがクリップボードに収集さ

れる度にWeb上のサーバにあるデータベースへ登録

を行う．また，1分毎にデータベース上のデータを読

み取り，クライアントの表示部に表示していく．1分

間隔でクリップボードの中身をやりとりすることによ

り，お互いに現在の関心や状況を共有することが可能
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となっている．また，表示部に表示されたデータをク

リックすることにより，自分のコンピュータのシステ

ムのクリップボードへコピーすることできる．これに

より，他のユーザがコピーしたワードを容易に自分の

コンピュータでもペーストすることができ，そのまま

検索エンジンのキーワードに用いることなどができる．

この操作が行われると，同じワードが複数のユーザに

よりコピーされることとなる．そのため，そのワード

に対するグループにおける興味や関心の高さや，特定

のユーザの反応の有無から興味や関心をさぐることも

可能である．こうした様子をより視覚的に把握できる

よう，本研究ではコピーされたワードの表示方法とし

て以下の三つを用意した（図 2）．

2.2 データの表示方法

図 2 Slip Board における三つのデータ表示方法
Fig. 2 Three means of showing data in ”Slip Board”

2.2.1 テキストログモード

テキストログモードでは，利用者がクリップボード

に収集したワードと時刻を表示し，誰が，いつ，何を

コピーしたかを見ることができる．それらを通し，誰

がどのような関心や興味を持っているかという情報を

俯瞰することができる．

2.2.2 ヴィジュアルモード

ヴィジュアルモードでは，最近 Slip Board上に登

録されたワードが何であるか，また，どのくらいの人

にコピーされたかといった情報を文字の濃さや大きさ

を使い，視覚的に見ることができる．このような，「に

ぎわい感」を利用する事によって興味喚起を狙った研

究として宮原ら2) の研究がある．

2.2.3 タイムラインモード

タイムラインモードでは，時間軸をとり，データ収

集された時間に点をプロットしていく．Slip Board を

介して行われたクリップボード収集の流れやユーザか

ら別のユーザへコピーされたデータの遷移などを見る

ことができる．また，発信頻度を視覚的に見ることに

より，多忙であるかなどの状況も把握が可能である．

2.3 NGワード

実際のクリップボードには，個人情報やパスワード

などのプラバシーに関わる情報も多く収集されている．

これらの情報はデータベースに登録しないよう，あら

かじめNGワードとして登録できるようになっている．

3. お わ り に

研究室内で試験的な運用を行った所，コンピュータ

上でのコピーアンドペーストという操作を通じて，同

期的かつ認知負荷の低いコミュニケーションを行える

ことを確認できた．加えて，ユーザ間での興味や関心

の共有が行われ，多くの人が反応したワードは，より

多くの人が反応し，発展させていくなど，興味や関心

の拡張が行われていることも確認できた．また，デー

タベース上のクリップボードからは，発信頻度や内容

を通して，その人の状況を読み取ることが可能であり，

ユーザのもつコンテクストもユーザ間で共有ができ

ることがわかった．一方で，知己同士であっても，ク

リップボードを共有することに抵抗感や危険性を感じ

るユーザが存在したが，NGワード機能を使用するこ

とによって，ある程度の危険性は抑えることができた．

今後は，より広範なユーザ間での運用を通してシス

テムの拡張を行っていく予定である．そのために，ユー

ザのもつ抵抗感や危険性をより低減することが必要で

あり，クリップボードをグループで共有するといった

機能を追加する必要があろう．
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